
3MTM マスクにくっつくアイガード
EAG-1/EAG-1M



白い部分ははがさず、ザラザラ面を内側にします。

マスクやキャップにしっかり圧着！

3M™ マスクにくっつくアイガードの使い方

サージカルマスク
にくっつける場合

サージカルキャップ
にくっつける場合

3M™ マスクにくっつくアイガードの使い方

「パッ」とくっつく、
3M™ マスクにくっつくアイガード
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最初にアルコールで手指衛生を実施Point !

浮かないようにしっかりと圧着してください

N95マスク装着時は
こちらの方法をおすすめしますPoint !



汚染の発生場所

“ 眼への血液・体液曝露 ” は、手術室のみならず病院内のあらゆる場面で発生しています。
3M は、職業感染予防に携わる医療従事者の皆様とともに、
“ 眼への血液・体液曝露予防 ”の課題と向き合い、解決に取り組んできました。
その取り組みの中で、「装着しやすく、管理しやすい 眼の防護具が存在していない」ことが、
眼の防護具の装着遵守率向上を妨げている一因であると分かってきました。

医療従事者の眼を守るためには
装着しやすく、管理しやすい眼の防護具が必要でした。

医療現場での“ 眼への血液・体液曝露事例 ” が多く報告されているにもかかわらず、
血液・体液曝露時に“ 眼の防護具を装着していない ” 事例も依然として多く報告されています。

2014 年にAJIC（American Journal of Infection Control）に掲載されていた文献で、

71 例の手術で使用した医療従事者の眼の防護具の汚染状況を調査した結果、

ディスポタイプでは 37.7%、リユースタイプでは 94.9%で細菌汚染が確認された。

さらに、リユースタイプの眼の防護具については、第四級アンモニウム塩 /アルコール含有
消毒ワイプで清拭した後でも74.4％で細菌汚染が確認された。

リユースタイプの眼の防護具は、消毒しても汚染しているという研究報告があります。

引用文献：Victor R. Lange （2014） Eyewear contamination levels in the operating room: Infection risk, AJIC , 42, pp.446-7
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※術野など、本製品の脱落による危険性が高い場面では使用しないでください。

手術室のみならず、病院内のあらゆる場所で発生している

汚染された部位・組織状態

※ゴーグル、側面保護眼鏡、フェイスシールド、眼保護付き外科手術用マスク
出典：一般社団法人職業感染制御研究会、 2017 年度エピネット日本版 B 皮膚・粘膜曝露単純集計レポート（JES2018）　http://jrgoicp.umin.ac.jp/index_jes_reports.html

(2017 年度 / 報告数 483 件 )(2017 年度 / 報告数 499 件 )

汚染時に着用していた個人防護具
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(2017 年度 / 報告数 496 件 / 報告部位数 594 件 )
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噛み合わせの拡大イメージ

サージカルマスクの不織布

透明フィルム
メカニカルファスナー

マスクや手袋のような手軽さで、眼も防護したい。
3M™ マスクにくっつくアイガードは、そんな医療現場の  要望から生まれた“今までにない眼の防護具”です。

フック穴

取り出せる！  

装着が簡単くっつく！
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 （すぐに手の届くアクセスの良い場所に置けます）

装着時にフィルムが曇りにくい曇り止め加工フィルムを採用しました。
クリアな視野でつけ心地が快適です。

曇り止め加工フィルム

3M™ メカニカルファスナー
白いザラザラ面には、微細なマッシュ
ルーム状のフック構造が形成されて
います。このフックがマスクの不織布
面に絡みついて簡単装着を可能に
します。
※マスクの素材・形状によっては使用できないことが

あります。

各種 PPEラックにセット
サージカルマスクや手袋と同様に、1枚ずつ
サッと取り出して使えます。

壁に直接設置
箱の裏面にあるフック穴（２ヵ所）を使用して、
フックなどで壁に設置できます。

縦置きラックにセット
側面のフタをミシン目で切り取り、上から
1枚ずつ取り出してご使用ください。

マスクを正しくつけた状 態で、眼を
十分に覆う位置に合わせます。

（マスクの縁に沿わせる必要はありません）

白い部分をマスクに押し当てて装着
します。浮かないよう接地面に沿わ
せてしっかり圧着してください。

パッと

サッと

マスクへの装着部分（白い部分）に
“3M™ メカニカルファスナー ” を
採用しました。
マスクに圧着するだけでパッとくっつき
着脱が自在にできます。



マスクや手袋のような手軽さで、眼も防護したい。
3M™ マスクにくっつくアイガードは、そんな医療現場の  要望から生まれた“今までにない眼の防護具”です。

サージカルキャップにくっつけてお使い頂けます

様々な特長を備えています

アイガードをつけられないマスクの形状や素材の場合は、サージカルキャップにつけることも可能です。

サージカルキャップに
しっかり圧着

快適なつけ心地
装着時にフィルムが曇りにくい曇り止め
加工フィルムを採用しました。クリアな
視野でつけ心地が快適です。

位置の調整が可能
ギラつきが気になって角度を変えたい場合
や位置を調整したい場合は、つけ直しが
できます。（つけ直したい時は、再度圧着
してください）

眼鏡の上から装着可能
眼鏡の上からでも装着できます。

サージカルキャップにも着用可能
アイガードをつけられないマスクの形状や
素材の場合でも、マスクとの併用が可能です。

設置が簡単
フックなどで壁に設置し省スペースで使用
可能です。

管理が簡単
ディスポーザブルなので、衛生管理が簡単。
使用後はマスクと一緒に廃棄するだけです。

N95マスク装着時はこちらの方法をおすすめします。Point !






